
シンポジスト 
 

池田靖子先生 
（長崎大学歯学部５期生） 
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□石田歯科医院 元医院長（茨城県つくば市） 

□赤ちゃん歯科ネットワーク主宰 
 
●長年にわたり子どもの歯をみてきたなかで、

「望ましい生活習慣が口の中も体も健康にす

る」と、助産師さんと協力しあい、母親達に積

極的にアドバイスや教室を行う。診療は退きな

がらも、赤ちゃんの顎の発育の研究、啓蒙を

行っている。今回は長年培きた石田先生の母

子歯科保健をお話いただきます。 

平成 29 年度長崎大学歯学部同窓会学術講演会 

特別講演   石田房枝先生 

□  院長（佐賀市） 

□赤ちゃん歯科ネットワーク会員 他 

●「体に優しい歯科治療」をめざし、歯科の分野以外

の医科・助産士・薬剤師などの講演会を医院内で定

期的に開催する。「マイナス１歳からの予防〜お腹に

いるときから始めたい歯並びを良くする方法〜」では

妊産婦からの赤ちゃんの口腔育成を両親を対象にア

ドバイスを行う。今回は院内での取り組みをお話いた

だきます。 

□いけだ歯科医院 副院長（長崎市） 

□日本小児歯科学会専門医 他 
 
●診療の傍ら、子たちの口腔育成に力を入れ、「菜

の花こども園」の園医となってからは、斉藤公子氏の

保育の考えを継承した石木先生と一緒に子供の食

と発育について保育士と一緒に本気で向き合う。そ

の園での取り組みをご報告いただきます。 

シンポジスト 
 

矢島由紀先生 

（長崎大学歯学部９期生） 

 

平成 29 年 12 月 3 日（日曜日） 10:00~16:00 長崎県歯科医師会館 5F 大講堂 

 近年、生活習慣の変化に伴い便利になったよ

うに思える反面、子どもたちの体力低下が問題

になっていると耳にします。また、スマホ時代に

なり、身体を使う遊びが少なくなり、子どもたち

の姿勢の悪さをより助長していると思われます。

私たち歯科医師は、最近の子供たちの歯並び

がわるくなっていると危惧していますが、同時に

口腔機能の低下も感じています。 

 「口呼吸」や「嚥下障害」などの『口腔機能』は

赤ちゃんのころから「学習」で獲得していくもので

あり、とくに「噛み合わせ」は姿勢にも影響を受

けます。ですから、「口」の中だけ診ていては、本

当の意味での「健康・健口」はえられません。時

代の流れには逆らえませんが、せめて、これか

ら生まれ・育つ子どもたちが健康的な生活・成長

をいとなめるよう、歯科だけでなく、助産師・保育

士・栄養士・理学療法士など他業種にわたる方

と認識を分かち合う機会を作りたいと思います。 

そこで今回は「妊産婦〜赤ちゃん歯科・子どもの

口腔育成」に携わる先生方をお招きし、「健やか

に育つ子どもたちのために」私たちができる事を

一緒に考えていきましょう。 
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『健やかに育つ子供たちのために、歯科からの提案』 



 

 

 

l 会費は当日支払いです。 

l なるべく釣り銭のいらないよう、ご準備くだ

さい。 

l 事前申込締め切り：１１月２５日（土曜日）

FAX のみ 

l 事前申込の方のみ昼食を準備します。 

l 当日は駐車場はご利用できません。公共

手段でのお越しをご協力ください。 

 

 

参加費（定員：３００名） 
² 歯科医師・医師：￥３０００ 
² 上記以外：￥１０００ 

長崎県歯科医師会館  

５階講堂 

長崎市茂里町３−１９  

☎ ︎ 095-848-5970 

＜連絡先＞ TEL/FAX：095-815-8039 

きらきら歯科医院・講演会担当 山口香奈美 

〒８５０−００００ 長崎市浜町２−１８ クリエート長崎２０１ 


